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木
串
の
巨
石
群
を
後
に
し
、

川
が
左
へ
折
れ
る
所
ま
で
進
む

と
蛇
杉
橋
へ
着
く
。
一
九
八
八

年
の
豪
雨
に
よ
る
岩
屑
（
が
ん

せ
つ
）
な
だ
れ
で
探
勝
路
が
寸

断
さ
れ
、
な
お
崩
落
の
危
険
が

あ
っ
た
た
め
九
三
年
、
対
岸
へ

渡
る
迂
回
路
と
し
て
、
南
峰
橋

と
と
も
に
架
け
ら
れ
た
。
五
年

１ 

    

初
日
の
事
前
学
習
の
テ
ー
マ

は
「
安
芸
太
田
の
自
然
の
特
徴
」

と
「
何
が
す
ご
い
の
特
別
名

勝
」。
生
徒
た
ち
が
当
た
り
前
だ

と
思
っ
て
い
る
三
段
峡
が
、
他

に
は
な
い
貴
重
な
場
所
だ
と
解

説
し
た
。 

 

二
日
目
の
現
地
学
習
は
、
さ

ん
け
ん
ス
タ
ッ
フ
が
ガ
イ
ド
を

し
て
、
約
三
時
間
か
け
て
正
面

口
か
ら
女
夫
淵
ま
で
歩
い
た
。

紅
葉
や
渓
谷
の
美
し
さ
に
触

れ
、
理
科
で
学
ん
だ
コ
ケ
の
胞

子
体
な
ど
を
観
察
し
た
。 

 

三
日
目
の
ま
と
め
で
生
徒

は
、
三
段
峡
の
「
魅
力
マ
イ
ン
ド

マ
ッ
プ
」
と
「
魅
力
紹
介
紙
芝
居

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
作

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
三
段

峡
の
良
さ
を
発
表
し
た
。「
自
分

の
町
に
こ
ん
な
に
す
ご
い
所
が

１ 

 

 

 

を
要
し
た
の
は
、
現
状
変
更
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
三
段
峡
に
、

道
の
新
設
許
可
が
な
か
な
か
下

り
な
か
っ
た
た
め
ら
し
い
。 

   

蛇
杉
橋
の
名
は
、
か
つ
て
左

岸
に
あ
っ
た
奇
形
の
杉
に
由
来

し
、
百
㍍
ほ
ど
上
流
に
あ
る
南

１ 

   

あ
っ
て
、
誇
り
に
思
え
た
」
と
の

感
想
が
聞
か
れ
た
。 

授
業
は
地
域
を
知
る
学
習
の

一
環
で
、
さ
ん
け
ん
が
初
め
て
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立
て
た
。 

                    

峰
橋
は
熊
南
峰
か
ら
の
命
名
で

あ
る
。
南
峰
は
蛇
杉
橋
の
す
ぐ
下

流
に
「
蛇
小
屋
（
じ
ゃ
ご
や
）
淵
」、

南
峰
橋
直
下
に
「
枯
松
（
か
れ
ま

つ
）
淵
」
を
記
し
て
い
る
。 

 

二
つ
の
橋
の
間
の
探
勝
路
は
、

現
状
変
更
が
認
め
ら
れ
た
道
な

の
で
、
が
っ
ち
り
し
た
柵
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
危
険
な
場
所
で
も 

   

終
了
後
、
小
林
久
哉
理
事
は

「
授
業
と
フ
ィ
ー
ル
ド
を
結
び

つ
け
る
と
、
郷
土
へ
の
愛
着
が
よ

り
育
つ
」
と
述
べ
、
中
学
校
側
へ

来
年
以
降
の
実
施
を
提
案
し
た
。 

      

「
オ
シ
ド
リ
を
見
る
ツ
ア
ー
」

が
十
一
月
二
十
四
日
、
十
三
人
が

参
加
し
て
三
段
峡
と
深
入
山
で

開
か
れ
た
。
講
師
は
西
中
国
山
地

自
然
史
研
究
会
の
上
野
吉
雄
理

事
。
ツ
ア
ー
は
広
島
県
省
エ
ネ
促

進
補
助
事
業
。 

「
観
察
会
で
は
な
く
、
鳥
を
見

な
が
ら
自
然
の
中
で
過
ご
す
イ

ベ
ン
ト
で
す
」
と
、
本
宮
炎
理
事

長
が
挨
拶
し
、
双
眼
鏡
の
使
い
方 

 

１ 

   

他
に
は
高
さ
の
あ
る
柵
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
現
状
変
更
の
禁
止
に

よ
っ
て
、「
探
勝
路
自
体
が
景
観

の
一
部
」
と
い
う
南
峰
の
美
意
識

が
息
づ
い
て
い
る
。 

   

対
岸
か
ら
旧
道
の
石
積
が
見

え
る
。
石
を
積
ん
だ
だ
け
の
「
カ 

独
立
行
政
法 

人
・
国
際
協
力 

機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ 

Ａ
）
の
十
回
連 

続
の
セ
ミ
ナ
ー 

「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
活 

動
支
援
事
業
・ 

組
織
基
盤
強
化 

     

を
教
わ
っ
て
探
鳥
会
が
始
ま
っ

た
。
お
目
当
て
の
オ
シ
ド
リ
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
猛
禽
類

の
ク
マ
タ
カ
や
セ
グ
ロ
セ
キ
レ

イ
な
ど
が
次
々
姿
を
見
せ
、
五

人
の
子
供
た
ち
は
図
鑑
を
広
げ

て
確
か
め
て
い
た
。 

東
広
島
市
か
ら
の
参
加
者
は

「
た
お
や
か
な
時
間
が
流
れ
て

素
晴
ら
し
い
ツ
ア
ー
で
し
た
」

と
笑
顔
だ
っ
た
。 

 
 

   

ラ
積
み
」
と
言
わ
れ
る
昔
の
工

法
で
、
水
は
け
が
良
く
強
度
が

あ
る
。
現
在
、
石
垣
の
補
修
は
セ

メ
ン
ト
で
目
地
を
埋
め
る
「
練

り
積
み
」
に
な
っ
て
い
る
。
石
積

も
特
別
名
勝
に
含
ま
れ
る
。
貴

重
な
民
俗
文
化
財
な
の
だ
が
、

技
術
を
継
承
す
る
石
工
は
姿
を

消
し
て
い
る
。（
松
尾 
俊
孝
） 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

コ
ー
ス
」
が
十
一
月
十
七
日
、
全

日
程
を
終
了
し
た
。
四
人
の
講
師

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
運
営
強
化
に
つ
い

て
講
義
し
、
さ
ん
け
ん
か
ら
は
本

宮
宏
美
事
務
局
長
を
中
心
に
四

人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
を
分
担

し
て
受
講
し
た
。 

講
座
を
終
え
た
本
宮
炎
理
事

長
は
「
百
年
続
く
組
織
に
な
る
た

め
に
は
、
足
腰
を
鍛
え
強
化
す
る

の
が
重
要
、
来
年
度
の
活
動
に
生

か
す
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。 

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
す
る

中
で
、「
ひ
ろ
し
ま
ジ
ン
大
学
」
の

三
段
峡
ツ
ア
ー
な
ど
が
企
画
さ

れ
、
他
団
体
の
受
講
者
が
三
段
峡

を
訪
れ
る
な
ど
、
社
会
活
動
に
取

り
組
む
人
と
の
輪
が
広
が
っ
た
。 

 

                                

 

設
立
二
周
年
行
事 

  
 

設
立
二
周
年
行
事
が
十
一
月

七
日
、
開
か
れ
た
。
午
後
一
時
、

水
梨
口
に
さ
ん
け
ん
メ
ン
バ
ー

七
人
が
集
合
し
、
松
尾
俊
孝
理
事

か
ら
景
勝
名
の
解
説
な
ど
を
聞

き
な
が
ら
散
策
し
た
。 

 

夜
の
パ
ー
テ
ィ
に
は
十
二
人

が
参
加
。
日
ご
ろ
の
活
動
に
最
も

貢
献
し
た
と
し
て
小
林
久
哉
理

事
へ
「
さ
ん
け
ん
大
賞
」
が
、
本

宮
炎
理
事
長
か
ら
贈
ら
れ
た
。
農

学
博
士
の
上
野
吉
雄
さ
ん
か
ら

は
「
三
段
峡
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド

が
あ
る
か
ら
、
さ
ん
け
ん
は
続

く
」
と
激
励
の
発
言
が
あ
っ
た
。 
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 一口メモ 

西
善
寺
住
職
を
交
え
て
猿

飛
・
二
段
滝
で
三
段
峡
を

世
に
出
そ
う
と
誓
っ
た
。 

 

百
年
後
、
さ
ん
け
ん
は

多
く
の
専
門
家
や
愛
好
家 

と
出
会
い
、
活
動
が
加
速

度
的
に
進
ん
で
い
る
。
時

は
巡
り
、
さ
ん
け
ん
は
螺

旋
階
段
を
上
っ
て
い
る
か

の
よ
う
だ
。 

南
峰
と
歩
く 
 

⑯ 

蛇
杉
橋
（
じ
ゃ
す
ぎ
ば
し
） 

■
石
積
も
民
俗
文
化
財 

■
探
勝
路 

景
観
の
一
部 

岩
屑
な
だ
れ
発
生 

現
状
変
更
で
誕
生 

   

▼
螺
旋
階
段 

さ
ん
け
ん
新
聞 
 

熊
南
峰
、
斎
藤
露
翠
が

そ
れ
ぞ
れ
三
段
峡
に
初
入

峡
し
た
翌
年
、
正
山
文
隆

１ 
 

 

 

2017 年 11 月 筒賀小と安芸太田中で学習プログラム実施 

1 月 環境省のエコツーリズム・インタープリテーション

人材育成支援事業へ参加 ▽聞く会・舛見竒麗氏 

２月 県立文書館「三段峡の歴史と自然展」を見学 ▽聞

く会・堂河内福夫氏、山下幸作氏 

 ３月 三段峡ゲートウェイ中期計画策定 

 ４月 初の三段峡を清掃しながら歩こう会 ▽上殿小学校 

    全校遠足三段峡ツアー ▽聞く会・斎藤更生氏 

 ５月 地域商社あきおおた社員のガイド研修 

 ６月 歩く会（植物観察）講師・大竹邦暁氏 

 ７月 サンショウウオ観察会 講師・岡田純氏 ▽豪雨に

より峡内各所で崩壊・落石、探勝路不通 

 ８月 小屋浦の子供たち支援ツアー ▽ゴマシジミ調査 

 ９月 インタープリター養成講座 ▽沢登り講習会 

１０月 第１回あきおおたの楽しい１００人 ▽インタープ

リテーション実践ツアー 

 

 

 

三段峡の魅力を発信するパンフレットづくりに取り組んでいる安芸太

田中学校 1 年生の授業を１１月６日、９日、２１日の３回、さんけんが

担当し、本宮炎理事長と小林久哉理事が三段峡の自然や歴史を説明した。 

 

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム 

さ
ん
け
ん
が
作
成 

ク
マ
タ
カ
な
ど
次
々 

「さんけん」の歩み（２０１7.11～２０１８．１０） 

 

小
林
理
事
へ
大
賞 

組織基盤強化セミナー 

全日程を修了 

三
段
峡
・深
入
山
で
「オ
シ
ド
リ
を
見
る
ツ
ア
ー
」 

三段峡の自然・歴史を解説 

安芸太田中学の「地域を知る授業」サポート 

ス
コ
ー
プ
で
観
察
し
、
記
録

す
る
子
供
た
ち 

https://sanken-/

